
   社会福祉法人 飯南町社会福祉協議会

社社協協だだよよりり 

  

６月２４日、みんなの広場 来島交流センターにて、福祉会・自治振興協議会の役員の皆様を対象に福祉合

同会議を開催しました。社協からは、「地域福祉と社協の役割」「地域福祉活動計画」についてお話しし、３名

の方に各地域で行われている取り組みを紹介していただきました。

感染症予防対策を徹底しながら、地域の皆さんと共に社会福祉協議会は地域福祉活動を進めてまいります。

＊＊福福祉祉合合同同会会議議やや福福祉祉研研修修会会はは社社協協会会費費をを財財源源ととししてて開開催催ししてていいまますす。。

飯飯南南町町社社協協のの活活動動ににごご賛賛同同いいたただだきき、、ごご協協力力ををおお願願いいししまますす。。
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内部 武典 事務局長

小田真木自治振興協議会

安部 和昭 会長

 

福祉合同会議／新会長あいさつ／新役員紹介／役員退任について／社協会費ご協力のお願い／令和２年度事業報告

令和２年度決算報告／財産目録／香典返し／日赤会費のお礼／人事異動について／義援金の受付延長

福祉・保育の就職・転職フェア
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【お問い合わせ先】 〒 島根県飯石郡飯南町野萱 飯南町社会福祉協議会
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： ：
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～地域の取り組み紹介～

・イルミネーション交流
（小田真木）

・ごみ分別勉強会（寺沢）
・防災学習会（赤名）
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 町

民
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

平
素
か
ら
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
各
事
業
の
運
営
に
あ
た
り
、
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
こ
の
度
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
役
員
改
選
に
伴
い
、
前 

岡
会
長
の
後
を
引
き
継

ぎ
、
令
和
三
年
六
月
十
四
日
付
を
も
ち
ま
し
て
飯
南
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。 

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
当
社
協
の
基
本
理
念
で
あ
り
ま
す
「
一
人
ひ
と
り
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現

に
向
け
て
、
当
社
協
の
円
滑
な
運
営
と
地
域
福
祉
の
充
実
の
た
め
誠
心
誠
意
努
力
し
て
い

く
所
存
で
す
の
で
、
皆
様
の
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

今
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
や
少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化
の
急
速

な
進
行
と
、
個
人
の
価
値
観
が
多
様
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
で
地
域
社
会
を
取
り
巻
く
環

境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
の
孤
立
、
祖
父
母
や
親
の
介
護
を
す
る
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
存
在
、
子
育
て
に
対
す
る
不
安
、
親
か
ら
の
虐
待
、
経
済
的
困
窮
等
へ
の

対
応
な
ど
公
的
な
福
祉
制
度
の
狭
間
の
中
で
地
域
が
抱
え
て
い
る
生
活
課
題
は
、
深
刻
化

し
顕
在
化
し
て
き
て
お
り
、
私
た
ち
の
身
近
に
お
い
て
も
何
か
し
ら
の
事
案
が
発
生
し
て

い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
地
域
の
多
種
多
様
な
生
活
課
題
に
公
的
制
度
に
縛
ら
れ
ず
解
決
に
向
け
て

手
立
て
を
探
っ
て
い
く
こ
と
が
、
本
会
に
与
え
ら
れ
て
い
る
大
き
な
役
割
と
受
け
止
め
、
行

政
を
は
じ
め
町
民
の
皆
様
や
各
団
体
の
皆
様
、
関
係
諸
機
関
と
一
層
の
連
携
強
化
を
図
り
、

町
民
の
皆
様
方
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
役

職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
一
層
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
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小小地地域域福福祉祉活活動動推推進進事事業業  

総総合合相相談談事事業業  

・無料法律相談件数：17 件 

・こもれび相談件数：2 件 

・ひきこもり・不登校の当事者、保護者の相談場所  

「ぷらっと」の開設 毎週 3 回  

開催日数：125 日、来所者数：延べ 104 名 

・町内保育所、小中学校・高校への協力と連携 

・福祉学習への協力：職員派遣 

・公民館事業への出前講座実施 

・当事者組織の活動支援 

・関係機関、団体との協働体制 

 旧正月年越しそばの配付 入所施設５ヶ所 

 実施企業 有限会社 一福 

 協力：各入所施設担当者  

 単身高齢者カレンダー配付：400 部作製 

 協力：民生児童委員 

 
  
 

  
 

 

 

 
  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

      

  

    

  

 

  

  

  

    

  

  

    

  

  

  

  

  

  

  

  

令令和和２２年年度度事事業業報報告告    

～～社社協協事事業業ににごご協協力力いいたただだきき  

          あありりががととううごござざいいままししたた～～  

・理事会   4 回  ・理事会全員協議会１回   

・評議員会  ４回  ・監事監査会   ２回 

・内部監査会 ２回 

・典礼事業 斎壇貸出件数 ：27 件 

      霊柩車貸出件数：39 件 

・寄附金等状況 一般寄附：2 件  会葬御礼：81 件 

・広報誌の発行：年 5 回 

 

 

・福祉会・自治振興協議会合同会議の実施：年 1 回 

・小地域福祉活動への職員派遣（参加） 

・小地域福祉活動への助成：18 地区 72 件 401,500 円 

・非接触式電子温度計の配付：配付数 79 個 

・生活支援体制整備事業（生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ）の推進 

日日常常生生活活自自立立支支援援事事業業・・法法人人後後見見事事業業  

・日常生活自立支援事業の利用支援 

 相談件数：535 件 新規契約件数：5 件 

 自立支援事業利用者 23 名（うち 1 名法人後見併用） 

・成年後見制度の取組 契約件数：1 件 

ボボラランンテティィアアセセンンタターー事事業業  

・ボランティアリーダー研修会の開催 

・ボランティア活動支援 赤来中学校ボランティアサークル 

 『虹の輪』活動への職員派遣 派遣回数／4 回 

ふふれれああいいいいききいいききササロロンン事事業業  

・新規サロン開始／1 地区 

・活動サロン／33 カ所、年間延べ回数／291 回 

 参加者数 5,040 人 

・助成額 563,700 円 

いいーーななんんシシルルババーーおおたたすすけけ隊隊運運営営事事業業  

・総会の開催 

・登録会員数：40 名 ・依頼受付件数：140 件  

・請負金額 1,718,195 円 

配配食食ササーービビスス事事業業  

・年間配食数：4,529 食 

・調理ボランティア活動者数：319 名 

・配食サービスを通じた、福祉教育やボランティアの育成 

福福祉祉教教育育推推進進事事業業  

地地域域福福祉祉諸諸団団体体ととのの連連携携事事業業  

単単身身高高齢齢者者・・高高齢齢者者世世帯帯事事業業  

・単身高齢者世帯訪問 

 赤名・谷：89 件  来島：81 件 

 頓原  ：87 件  志々：41 件 

 

 生生活活福福祉祉資資金金・・民民生生融融金金貸貸付付事事業業  

・生活福祉資金 

 貸付相談件数：13 件 新規貸付件数：9 件 

・民生融金 

 貸付相談件数：2 件 新規貸付件数：1 件 

  

※※地地域域福福祉祉課課がが行行うう事事業業はは、、町町受受託託金金・・県県社社協協受受託託金金・・社社協協会会費費・・共共同同募募金金・・寄寄附附金金がが財財源源ととななっってておおりりまますす。。  

 

災災害害時時ににおおけけるる災災害害ボボラランンテティィアアセセンンタターーのの

体体制制整整備備  

・災害ボランティアセンター設置マニュアルの

改訂 

・災害ボランティアセンター設置・運営研修会

の実施：6 回 

  



  

・介護保険事業利用人数：延べ 4,042 人 

・居住部門 平均利用人数：月 7.75 人 

・生活管理短期宿泊事業 利用日数：延べ 45 日 

・来島高齢者冬期宿泊センター 平均利用人数：月 4.75 人 

・障がい福祉サービス 生活介護利用日数：延べ 33 日 

・交流事業：来島小学校 

 

 

・訪問介護計画書の作成、評価、見直し作業の実施 

・ケース検討の実施 

・困難ケースへの対応 

・介護保険（要介護 1～5）利用回数：延べ 989 回 

・介護保険（要支援 1・2）利用回数：延べ 922 回 

・事業対象者訪問回数 利用回数：延べ 196 回 

・障がい者自立支援 延べ利用人数：145 人 

・ケアプランの作成・見直し、訪問活動等 

・要支援者利用件数：月平均 36.0 件 

・要介護者利用件数：月平均  92.8 件 

・障がい者相談支援実績：プラン作成 1 件  

モニタリング 2 件 

・職員研修会への参加、各種会議の開催 

・令和 2 年度保育所入所児童数

 桜ヶ台保育所：46 名  さつき保育所：10 名 

 来島保育所 ：44 名  赤名保育所 ：42 名 

 合計：142 名 

・集いの広場「ほっと。Café」 毎週水曜日開催 

                 （4 月 5 月中止） 

 参加者：年間 247 組  月平均 25 組 

・ファミリーサポートセンター 利用件数：2 件 

 （おねがい会員 2 名、まかせて会員 15 名） 

・あかぎの里利用状況 稼働率 95.7％ 

・短期入所利用状況 1 日平均利用人数：5.16 人  

稼働率 7３.7％ 

・地域交流、ボランティアの受け入れ 

任期：令和３年６月１４日定時評議員会の終結の時から 
令和７年の定時評議員会の終結の時まで 

安部 和昭  前田 榮子  駒木 幸夫  小林 恵子  石田 和久  信高 正美  

嶋田美智枝  安田  博  坪井 和夫  難波 郁雄  難波 俊司  石田智壽子  

山本 智子  森口 安信  山下 英次  鹿田 昌宏  高橋 克裕  大谷 哲也  

門脇 順子  中島 隆一  小玉 千恵  高橋 英次  石川 康弘  妹尾 昌明  

三上 光一 

【理 事】 𠮷𠮷岡 達雄  大上 教貳  岸 みのり   
【監 事】 阿川  龔 
【評議員】 矢飼   斉  奥野 秀延  藤原 潮美  那須 晴雄 

伊達 幸子    高橋 正好  藤原 洋子  瀧尻 好子  
倉橋 裕子   

 社会福祉協議会は、地域福祉の推進を目的とする民間団体と

して、住民の皆様や団体・企業の皆様に会員になっていただき

「誰もが安心して暮らせるまちづくり」を目指しています。 

 社協会費は、地域でのサロン事業や小地域での福祉活動、心

配ごと相談事業等を行うための貴重な財源となっております。 

～皆様からいただいた社協会費は、 
 地域での支え合い・助け合い活動に活用させていただいております～ 

年年  会会  費費  

住住民民会会費費  １１，，５５００００円円  

賛賛助助会会費費  １１，，５５００００円円（（上上乗乗せせ））  

団団体体会会費費  ５５，，００００００円円  

  

退任のお知らせ  （敬称略） 

評 議 員 

令令和和２２年年度度事事業業報報告告    

長い間ありがとうございました。 

介護保険事業収入
270,238 

受託金収入
200,875 

経常経費補助金収入
38,789 

事業収入 3,356 

障がい福祉サービス収入
1,747 

その他の事業収入22 

受取利息配当金収入13 

その他の収入（雑入）850 

施設整備収入
1,437 

前年度繰越金
80,932 

会費収入
2,615 

寄附金収入
2,468 

貸付事業収入10 

助成金収入, 80 

人件費支出
380,271 

事業費支出
94,438 

事務費支出
27,764 

利用者負担軽減額
335 

貸付事業支出
10 

分担金支出
125 

助成金支出
2,758 

負担金支出
589 

施設整備支出
5,372 

その他の支出
9,604 次年度繰越金

82,166 

流流動動負負債債

事業未払金

年以内返済予定
リース負債

未払費用

預り金

職員預り金

前受金

賞与引当金

固固定定負負債債

リース負債

退職給付積立資産

引当金

負負債債のの部部合合計計

差差引引純純資資産産

流流動動資資産産 車輌運搬具

現預金 器具及び備品

事業未収金 有形リース資産

未収金 ソフトウェア

未収補助金 無形リース資産

前払費用 民生融金貸付金

固固定定資資産産 善意銀行基金積立資産

基本財産 退職給付積立資産

建物 人件費積立資産

定期預金 修繕積立資産

その他の固定資産 備品等購入積立資産

建物 その他の固定資産

構築物
資資産産のの部部合合計計

機械及び装置

財財 産産 目目 録録

収収入入合合計計 円円 支支出出合合計計 円円

令令和和２２年年度度決決算算報報告告

（単位：円）

収収入入のの部部

単単位位：：千千円円
支支出出のの部部

単単位位：：千千円円
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令令和和２２年年度度決決算算報報告告
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収収入入のの部部
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件件数数 金金額額

会会 費費 件件 円円

 

 

皆様の善意は飯南町の社会福祉のために、有効に活用させていただきます。 
（令和 3 年 4 月 1 日～令和 3 年 6 月 30 日受付分） 

※当法人は社会福祉法人であり、本寄附は所得税法第 78 条の寄附金控除の対象となる場合がありますので、当該領収書は大切に保管ください。 
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香香  

典典  

返返  

しし  

寄寄
附附
者者
名名

  

住住

所所

  

故故  

人人  

名名

  

ごご寄寄附附ををいいたただだききあありりががととううごござざいいままししたた  

令和 年７月２日現在

５月の社員増強運動に伴い、自治会の 
ご協力をいただきながら住民の皆様に  
会費納入をお願いしましたところ、あたたかいご支援ご協力をいただきありがとうござ

いました。納入いただいた会費は、国内外における災害時の救援活動等に使われます。 

義義援援金金のの受受付付期期間間がが

延延長長さされれままししたた

「平平成成 年年度度 月月

広広島島県県豪豪雨雨災災害害義義援援金金」

「愛愛媛媛県県豪豪雨雨災災害害義義援援金金」

■■受受付付期期間間

令令和和４４年年６６月月３３００日日ままでで

令令和和３３年年度度 福福祉祉・・保保育育のの仕仕事事

就就職職・・転転職職フフェェアアししままねねににおお越越ししくくだだささいい！！

島根県内の福祉事業所の人材確保及び福祉職場に就職を希望する

方への支援を目的に開催します。

■■会会場場 ・いきいきプラザ島根 体育室（松江市東津田町 ）

■■内内容容 ・事業所による個別就職相談コーナー他

※参加費無料、事前申込制、入退場自由、服装自由、

託児あり（要申込）

■■問問いい合合わわせせ先先 島島根根県県社社会会福福祉祉協協議議会会（（☎☎ ））

■■期期日日 ・令和３年９月 日（金） ： ～ ：

９月 日（土） ： ～ ：

： ～ ：

人人事事異異動動ににつついいてて 令和３年７月１日付

■事務局長 景山知充 （前任：あかぎの里施設長）

■あかぎの里施設長 藤原昌巳 （前任：あかぎの里主幹 生活相談員）

■あかぎの里主幹 生活相談員 兼 介護支援専門員 奥野 匠 （前任：あかぎの里主任 介護支援専門員）


